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海 野 十一 



と 或る 縁故で つながつ ている 者 だが、 すこし 変り 者 だ。 

じょりょく 

その 帆 村から、 若い 女 探偵の 助力 を 得たい ことがあ 

ゆうずう 

るから、 誰か 融通して くれと いってき たんだ。 どう だ、 

君 ひとつ、 行って くれん か」 

「は あ。 どんな 事件で ございま しょうか」 

「いや、 どんな 事件 か、 わし はなん にも 知らん。 ただ 

あ "'つ 

はっきり 言える の は、 彼奴 は なかなかの しっかり 者で、 

けっぺき 

婦人に 対しても すこぶる 潔癖 だから、 その 点 は 心配し 

ないように」 

老 所長の 言葉 は、 なんだか 六条 子爵の こと を 言外に 

ひび 

含めて い つ ている ように も 響いた。 



わき 

ぐ 傍の 扉が、 カレンダ— ごと、 ごとん と 奥へ 開いた。 

そして 一人の 長身の 紳士が、 ぬつ と 立ち 現れた。 その 

手に は 写真の 印画紙ら しい もの を 二三 枚 もってい るが、 

すいてき 

いま 水から 上げた ばかりと 見えて 水滴が ぼたぼた 床の 

うえに 落ちた。 

(奥から 出て きた この 人 は、 一 体 誰だろう？) と、 風 

間 光枝 は 心の中に，， 訝 つた。 

「や あ、 どうも。 たいへん 早く 来て くだす つて ありが 

とう。 星 野 先生 は、 ちかごろ ずっと 元気です か」 

「は あ。 さようで ございます」 

「それ は 結構です」 といって、 その 長身の 紳士 は 光枝 



は、 すこし 睡く なって 口 を あいて 欠伸 をす ると ころ ま 

で、 いやに はっき リ ととれ ていたの であった。 

「あら、 まあ。 あたくし、 どうしましょう」 風 間 光枝 

は、 もう 一 度愕 きの 声 を 発した。 

「きょう 試験的に、 この 写真機 を 取 付けて みたんで す。 

ちょっと 貴女 を 材料に 使って みました が、 なかなかう 

まく 撮れる。 一分 間に 六十 枚まで 撮れます。 一つの レ 

ンズ は、 正面に あって、 あの 厚い 辞書の 中に あります。 

黒い 紗 のきれ が 前に 貼って あるから、 こ つちから 見て 

も 分りません。 もう 一 つの レンズ は、 その カレンダ ー 

の 下の 方に 黒い 波が あります が、 そ T J に 窓が あ いてい 



男 は、 彼女が この 部屋に 入った ときから あそこに いて、 

静かに 仕事 をつ づけて いるら しい。 なぜなら、 彼 は ど 

オま、 - 

こへ 立った 気配 もない から、 やはり あそこに いるに ち 

がいない の だ。 

「あつ、 先生。 およし 遊ばせ。 あの 衝立の 向う に 仕事 

をして いらっしゃる 所員の 方に 対しても、 まかしい と 

お思いに ならな いんです の」 といって、 帆 村に 握られ 

た 腕 を 無理やりに 払った。 

「えつ、 所員です つて。 そんな 者 はいません よ。 きょ 

うは 僕 一 人なん です」 

「でも、 さっき あの 衝立の 向う から …… 」 



ば、 人間の 身体が 隠れる 物 蔭 もない。 すると やっぱり 

帆 村の い つたと おりなの である。 

また 新たな その 大きな 愕 きと、 そしてい よいよ この 

部屋の 中に、 自分 は 帆 村と 二人き りなんだ と 思う と、 

せんりつ 

俄に ぞくぞく としてく る 或る 危険に 対する 戦慄！ 光 

枝 は、 とんでもない ところへ 来た もの だと、 胸が どき 

どき だ。 はじめから 安心し きって 来た だけに、 彼女 は 

ふ いうち ろうば い 

この 不意 打に 狼狽す るし かなかった。 あの 入口に は、 

きっともう、 扉 をし める とが ちゃんと 閉る 自動 錠が か 

かってい るので あろう。 壁 はこのと おり 厚い し、 第一 

つ & 

窓と いう ものがない。 いくら 喚いた つて、 もうどうに 



までの 半生が はっきり 分った ような 気がした。 なに か 

ぼろい 大 仕事 をして 成 上った 人物で、 教育なん ぞ はな 

せんたんてき らん じきし や 

いくせ に、 尖端 的 文化の 乱 食 者で ある ことが、 絵に 描 

いて あるよう に、 光枝に ははつ きり 見える のだった。 

そこで 光枝 は、 早速 その 夜から、 旦那 様 づきの 小 間 

使と して、 まめ まめし く 仕える ことと なった。 

せき 

「ふ ふふん」 ときおり 光枝のう しろで、 そういう 咳ば 

- つな 

らいと も 呻り 声と もっかな いものが 聞え た。 そのよう 

なと き、 光枝が ふりかえって みると、 必ず そこに 旦那 

様の きらきらした 眼が あって、 とたんに 旦那 様 は 犬に 

とびこまれた 鶏の ようにば たばた と 狼狽な される ので 



がちゃんと、 たいへんな 音が して、 コ— ヒ— 茶碗の 

こぎれ 

皿が たくさんの 小片に 分れて、 あたりに 飛びち つた。 

茶碗の 方 は、 小 憎らしく も、 把手が 折れた ばかり だつ 

た。 

「な、 な、 な、 なに をし おった？」 と、 居間から 旦那 

きょうか ん 

様の 叫喚！ つづいて 廊下 をず しんず しんと 旦那 様 

きょ < 

の 巨軀が こっちへ 転がって くる 気配が した。 反対の 方 

やといにん 

から は、 雇人の 一隊が、 それと いうので 駆けつける。 

これ は 茶碗が 破れた 音に 愕 いたと いうよりも、 旦那 様 

の 怒声に 対応して 駆けつけた のであった。 

r う う う う 



ぎん や 

ギン^ というの は、 銀 やと 書くべき か 銀 弥と書 

くべき か、 よく わからな いが、 ともかくも これが この 

やしき げんじな 

邸に おける 風 間 光枝の 源氏 名であった。 —— 旦那 様 

は、 呶 鳴りつ ける つもりだった らしい が、 新任の 楚々 

たる モダン 小間使の やった ことと 分る と、 くるしそう 

せき そうそう 

にえ へんえ へんと 咳ば らい をして、 早々 奥へ ひきあげ 

ていった。 その代り、 他の 雇人 隊が、 口を揃えて 光枝 

ふしまつ は 

の 不始末 を叱リ つけ、 が あが あぶつ ぶつ はいつ 果 つと 

も 見えなかった。 すると また、 奥の 方から ずしん ずし 

ん どんどんと、 旦 那様 の 豪快な る 跫 音が 近づ き 、 

「こり や、 いつまでも 騒々 しい じ やない か。 壊れた も 



ている こと ゆえ、 国策に 背馳す る もの だと はいえない 

安心が あった。 すなわち、 がち や— んの音 を 聞く 瞬間、 

うっせき 

光枝の 胸の 中に 鬱積した 不満 感と いったよ うな ものが、 

うんさんむしょう 

一時的で はあった が、 たちまち 雲散霧消して しまう の 

を 感じた ことであった。 

だが、 なにゆえに、 什器 破壊 作業 を やらなければ な 

ほんた 、- 

ら ないか、 その 理由の 本体に ついては 光枝 は 何にも 知 

ら なかった し、 なんにも 思い当る ことがなかった。 

ぎせい おおか びん 

犠牲の 大 花瓶 



じゅうき はかい さぎょう 

小間使 ギン ャの 什器 破壊 作業 は、 その 第二 日に い 

がぜん しょうけつ きわ 

たって、 俄然 猖獗 を 極めた。 まず 起きぬ けに、 電灯の 

笠 をが ちゃ— ん とやった の を 手始めに、 勝手元で はう 

がいの コップ を 割り、 それから 旦那 様の 部屋に いって 

灰皿 を 卓子のう えから 取り 落し (たこと にして 実は 指 

先で ちょいと ついた のだった)、 たちまち 旦那 様 をべ ッ 

ドの 上から 下へ 顚 落させた のだった。 

「わ ー あ、 な、 な、 なにごと じ や」 

「どうもす みませんで ございます」 



い ろけ 

色気 もた つ ぶり あ つ て —— 旦那 様 もなかな か 作戦が 

しっか リ してい らっしゃる わね。 へえ、 そうかい、 十 

九と は …… 」 ぉ紋 は、 ひとりで 感心して いた。 

「あのう、 うちの 旦那 様の 御 商売 は、 なんでい らっしゃ 

いますの」 

「ああら、 あんた それ を 知らないで 来たの」 

「ええ」 

のんき 

「ずいぶん 呑気な 娘ね。 知ら なきや、 いってき かせる 

が、 うちの 旦那 様 はやま を 持って いらっしゃる のよ」 

, J うざ ん 

「え、 やま？ 鉱山の ことです の」 

なまり 

「そうそう その 鉱山よ。 金銀 銅 鉄 鉛 石炭、 なんでも 



ないしょ 

出 るんで すって。 これ は 内緒 だけれ どね、 うちの 旦那 

つ る はし 

様 は、 お 若い とき ダイナマイトと 鶴嘴と を もって、 日 

本 中の 山と いう 山 を、 あっちへ いったり こっちへ きた 

り、 真黒に なって 働いて おいでな すつ たんです とさ。 

つまり、 鉱夫 をな すって いらっしゃつ たのよ。 そんな 

こと、 わたしが 話した といつ ちゃい や— よ。 わたし や 

お前さんが 好きだから おしえて あげたんだ がね」 ぉ紋 

は、 ふ ふ ふ ふと 鼻のう えに 皺 をよ せて 気味の わるい 笑 

い 方 をした。 

なリ きん 

(鉱山 成金だった のか？) 帆 村 探偵と きたら、 仕事 を 

自分に 頼んで おきながら、 これから 働かせる 家の 主人 



ら、 かなり 派手な 音が して 破片 は あたりに 飛び散り、 

その 一 つが 彼女の 脚に 当った。 とたんに びりび リと灼 

いたみ 

き つくよう な 痛 味で ある。 

「あつ、 怪我 をした！」 チョコ レ— ト 色の 絹の 靴下 は、 

むざん 

見る も 無 慙に斜 に 斬れ、 その 下から あらわに 出た 白い 

すね せんけつ 

脛から、 す— つと 鮮血が 流れ だした。 

(あ、 困った) そのと き、 厠の 扉が、 はげしく 鳴り ひ 

びき、 中から 旦那 様が、 茹蛸の ような 頭 を ふりたてて 

出て きた。 

「なんじ や、 なんじ や。 やつ、 また ギン ャか。 なに を 

壊した。 えつ、 その 棚のう えに あった 大 花瓶 か。 う ー 



む、 それ は …… 」 とたんに 旦那 様の 顔から 血が さっと 

ヽ こ n- 

弓レた 

「うう む。 —— 」 と、 旦那 様 は 急に そわそわして、 壊 

れた 花瓶に は 目 も くれず 室内 をぐ る つ と 見 まわした I 

I が、 そこで 胸 を 拳で とんとん 叩きながら、 

「ああ、 おどろいた」 と 呻く ようにい つた。 

そこへ 責任者のお 紋を はじめ、 お手伝いさんの 一隊 

が ばらばらと 駆けつけた。 

「あらま あ、 また ォ ギンさん が 壊した の。 きょうは こ 

れで 七つ 目よ」 

光枝 は 光枝で、 傷口 をお さえて、 その 場に 坐り こみ、 



「さあ 早い ところ 伺いましょう。 もう 大 花瓶 を 壊した 

んです 力」 

「あら、 早す ぎた かしら」 

「そんな ことはありません。 大いに 結構です。 ところ 

で 貴女 は 探偵 だから 分る でしよう が、 あの 大 花瓶 を 壊 

じゅ-つ さ 

されてから 主人公 は、 なに か 室内の 什器の 配置 を かえ 

たという ことはありません か」 

「あ— ら、 先生 は 都合の いいと きば かり、 あたくし を 

探偵 扱いな さるので すね。 そんな 勝手な ことって あり 

ません わ」 と、 やりかえ したが、 心の中で はいよ いよ 

事件の 核心に ふれて きたんだ わと 光枝 は ひそかに 胸 を 



(果して 自分 は、 帆 村の いったよ うに 探偵 眼が 鈍くて、 

当然 旦那 様の 居間に 起って いる はずの 什器の 位置 変化 

に 気がつかない のだろう か) 

光枝 は、 旦那 様の 居間へ はいって いった。 旦那 様 は、 

そこにい らっしゃらなかった。 どこに いかれた ので あ 

ら いき やく 

ろうか。 来客 かもしれ ない。 機会 は 今 だと 思った 彼 

女 は、 あたり を 見 まわして、 誰もい ない こと を 確かめ 

ると、 つと 木彫の 日光 陽 明 門の 額の 前に 近よ つた。 そ 

も そ も、 この 額 一枚が、 あの 大 花瓶の 破壊 以後に 位置 

の 変化 を やった 唯一 の 品物な ので ある。 この 額に、 な 

にか 重大なる 意味が ひそんで いるの だ。 それ は 一 体な 



たの は、 この 部厚い 一枚 彫の 陽 明 門が、 じつは 一枚 彫 

ではなくて、 陽 明 門の あたり だけが、 ぼっくり 嵌め こ 

みに なって いるので は あるまい か。 そして それ を 外す 

と、 この 額が 実は 一 つの 箱に なって いる。 つまり 秘密 

の 隠し 箱で ある。 

「きっと、 そうか もしれ ない わ」 光枝 は それ をた しか 

める ために、 つと 手 を 額の 方に 伸ばした。 そのと たん 

であった。 彼女の 背後に え へんと 大きな 咳払いが 聞え 

た。 

し ま 

(失敗った！) と 思った が、 もう 遅い。 あの 咳払い は、 

旦那 様 だ。 



(ああそう だった のか。 帆 村 先生が、 もう 一 ケ所、 位 

置の 変った ものが ある 害 だと おっしゃ つたの は、 この 

意味だった か) 

—— というの は、 外で もない。 たしかに、 或る 一 つ 

ようめい もん 

の 重要 物件が、 あの 陽 明 門の 額から 取 出された の だ。 

そして この 居間の、 他の いずれ かの 場所に 移された の 

だ。 帆 村 は その 移された 場所 を 光枝に 質問した の だ。 

ところが 光枝 は、 知らないと 答えた ので、 帆 村が 悲観 

したので あるが、 まさか その 重要 物件が、 陽 明 門の 額 

から 出て、 旦那 様の 懐中に 移された と は、 さすがの 帆 

村 も 気がつかなかった のであろう。 しかるに 光枝 は 一 



歩お 先に、 そのこと に 気がついた。 

まだ 帆 村 探偵の 知らない 事実 を、 風 間 女 探偵 は 知つ 

ている の だ。 彼女 はちよ つと 得意であった。 

だが、 その 重要 物件と いうの がなん であるか、 光枝 

に は 分って いなかった。 帆 村 は 大体 知ってい るので あ 

ろう。 知っていれば こそ 光枝な どをこん なと ころへ 住 

おおげさ そうさじん 

込ませて、 大袈裟な 捜査陣 を 張って いるの だ。 

(いい わ、 こっちで 先生より もお 先へ、 その 重要 物件 

を 失敬して しまおう)。 そう 決心した 光枝 は、 その 

よ ふ ほうばい うかが 

夜更けて、 朋輩の 寝息 を 窺 い、 ひそかに 旦那 様の ベ ッ 

ドに 近づこう とした。 だが それ は 失敗だった。 ベッド 



の 置かれて ある 主人公の 居間 は、 錠が ちゃんと 下りて 

いて、 明ける 術がなかった。 

その 翌朝の こと、 光枝 は 旦那 様の 居間へ はいって 

いった。 旦那 様 は、 起きて 莨 を 喫って いた。 彼女 は 

挨拶 をして、 朝刊 新聞 を ベッドの ところへ 持って いつ 

た。 

旦那 様 は、 きょうは 不機嫌と 見えて、 常に 似ず 一言 

も 冗談 さえい わない。 そして 蒼い 顔 をして、 眼が 血 

走って いた。 その 間に も 光枝 は、 この 室内 を 一応 隅 か 

ら 隅まで ぐる つ と 見廻す こと を 忘れな か つ た。 

(あつ、 あそ こだわ！) 炯眼なる 彼女の 小さな 眼に 映 



じた 一つの 異変！ それ は 高い 天井の 隅に ある 空気 抜 

きの 網 格子が、 ほんの ちょっと 曲って いた ことで ある。 

だいりせき 

それに 気がついて、 大理石の 洗面器の 傍に かかって い 

る タオル を 見る と、 これが 真黒に な つ て よごれて いた。 

(たしかに そうだ わ。 例の 重要 物件 は、 旦那 様の 懐中 

あみごう し てんじょううら 

を 出て、 あの 空気抜きの 網 格子 を あげて、 天井裏に 隠 

された のにち がいない！) 

光枝の 胸 は、 また どきどき してきた。 じつに 大 発見 

である。 

光枝 は、 じっとして いられない 気持に なって、 ハガ 

キを 握る と、 ポストの ところへ いってみ た。 まさか こ 



が、 し— ん としてい るんだ よ。 気味が わるい じ やない 

かねえ」 

ぉ紋 はぶる ぶる 慄 えていた。 でも、 男た ちが 窓 を 外 

から 破って、 室内へ はいった。 

こと さ 

「おい、 たいへん だ。 旦那 様が 繂 切れて おいで だ」 扉 

を 内側から 開けて、 下男た ちがいった。 

旦那 様 は、 たしかに 居間の 絨緞のう えに 大の 字に 

のびて 死んで いた。 

その 傍に は、 小 卓子 や 椅子な どが 倒れて おり、 大き 

さり 

な 桐の 箱な ども 転がって いる。 

そ のとき 室内 へ 組立て 掛子を 担ぎ - J ん できた ものが 
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